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エフエムさがみ 83.9MHz　「東京町田インフォメーション」で町田の情報を放送中

募　集募　集
市立小・中学校

学 校 用 務 嘱 託 員
対長時間の立ち作業が可能な方＝若
干名
勤務期間４月１日～２０１９年３月３１日
（更新も有り）
勤務時間午前８時１５分～午後４時４５
分、月１６日
勤務場所市立小・中学校（勤務校の希
望・車通勤不可）
内学校敷地内の環境整備、校舎の清
掃、設備や校具の小修理及び整備
報酬月額１９万２２００円（別途交通費
支給）
※詳細は町田市ホームページをご覧
いただくか、お問い合わせ下さい。
選考一次＝書類、作文（市販の原稿用
紙６００～８００字で自筆、テーマ＝学
校用務職員として、学校職員、児童・
生徒、保護者、地域の方たちとの関わ
り方で心掛けなければならないこと
についてあなたの考えを述べて下さ
い）、二次＝面接（２月１５日、１６日）
※３月下旬に採用説明会を行います。
申応募動機・職歴を明記した自筆の
履歴書と作文、定型の返信用封筒
（８２円切手貼付、宛名を明記）を１月
１５日まで（必着）に郵送で施設課（〒
１９４－８５２０、森野２－２－２２）へ。
問施設課☎７２４・５８３１
市立小・中学校

一般嘱託員（学校事務）
対基本的なパソコン操作（ワード・エ
クセル等）ができる方＝10人程度
勤務期間４月１日～２０１９年３月３１日
（更新も有り）
勤務時間午前８時１５分～午後４時４５

分、月16日
勤務場所市立小・中学校（勤務校の希
望・車通勤不可）
内市立小・中学校における学校事務
全般
報酬月額１９万２２００円（別途交通費
支給）
選考一次＝書類、二次＝面接
申指定の選考申込書に、履歴書及び
作文を添付し、返信用封筒を同封の
うえ、１月１２日まで（必着）に郵送で
教育総務課（市庁舎１０階、〒１９４－
８５２０、森野２－２－２２）へ。
※作文のテーマなどの詳細は町田市
ホームページをご覧下さい。
問教育総務課☎７２４・２１７３
生涯学習センター運営協議会

市 民 委 員
　生涯学習センターで実施する生涯
学習及び社会教育に係る講座や講演
会等の内容・成果についての協議を
行う運営協議会の市民委員を募集し
ます。
対市内在住の１８歳以上の方
募集人数３人
※２０１８年４月１日時点で町田市の他
の附属機関等の委員である方、過去
に生涯学習センター運営協議会の委
員を経験した方はご遠慮下さい。
任期４月から２年間
選考書類、作文
申応募用紙に必要事項を記入し、作
文（テーマ＝ご自身の経験を踏まえ、
個人が輝き地域が活性化するため
に、生涯学習センターは何をすべき
と考えますか、６００字以上８００字以
内）を１月１９日午後５時まで（必着）
に直接または郵送で生涯学習センタ
ーへ。
※詳細は募集要項（同センターで１
月４日から配布、町田市ホームペー

ジでダウンロードも可）をご覧下さ
い。
問同センター☎７２８・００７１

特 別 支 援 教 育 支 援 員
　教員免許の有無は不問です。
勤務期間４月１日～２０１９年３月３１日
（休業中は除く）
勤務日休業中を除く月～金曜日の５
日間、または３日間（学校行事等で土・
日曜日、祝休日に勤務する場合も有
り）
勤務時間おおむね午前８時１５分～午
後４時４５分の間で週２９時間（宿泊学
習時を除く）
勤務地市立小・中学校
内市立小・中学校で障がい児への学
校生活支援
報酬時給１１００円（別途交通費支給）
※詳細は町田市ホームページをご覧
いただくか、お問い合わせ下さい。
選考書類、面接
申履歴書を１月２４日まで（必着）に郵
送で教育センター就学相談担当（〒
１９４－００３６、木曽東３－１－３）へ。
※履歴書は返却しません。
問教育センター☎７９３・３０５７

お知らせお知らせ
冬号を発行しました！～講座・イベ
ント情報誌

生涯学習ＮＡＶＩ　好き！学び！
　市内や近隣で１月
～３月に催される講
座等の情報を掲載し
ています。「みんなの
学ビバ！！」では学び
の機会等を紹介して
います。
　「講座・イベント体験レポート」で
は、市民編集委員が実際に講座等に
参加し、その様子を紹介しています。
配布場所市庁舎、各市民センター、各
市立図書館等
※町田市ホームページでもご覧いた
だけます。
問生涯学習センター☎７２８・００７１
市の環境の状況を報告します

環 境 白 書 ２ ０ １ ７
　市の環境基本計画である第二次町
田市環境マスタープランに示した環
境施策の進

しん

捗
ちょく

状況や目標達成状況
を点検・評価するとともに、環境の現
状や動向を広く市民の皆さんに公表
するため、「町田市環境白書２０１７」
を作成しました。
　環境白書は、環境の状況及び施策
の実施状況を明らかにした「活動報
告」と、市の環境の現状に関するデー
タをまとめた「データ集」の２分冊に
なっています。
　「活動報告」は市政情報課（市庁舎
１階）、各市民センター等で配布、「デ
ータ集」は、市政情報課で販売してい
ます（１冊６００円）。また、両冊とも町
田市ホームページでダウンロードも
できます。
問環境政策課☎７２４・４３８６
１月１３日に実施します

冬季献血キャンペーン
　当日、献血にご協力いただいた方
には、記念品を差し上げます（数に限

り有り）。
※骨髄バンクドナー登録会も同時開
催します。
日１月１３日㈯午前１１時３０分～午後
３時３０分（骨髄バンクドナー登録の
受け付けは午後３時まで）
場ぽっぽ町田、まちだ献血ルーム
問福祉総務課☎７２４・２５３７
東京家政学院大学のテニスコートを

貸 し 出 し て い ま す
　同大学のテニスコート（２面・砂入
り人工芝）を、近くにお住まいの方へ
貸し出しています。
対同大学施設開放利用の団体
日土・日曜日（除外日も有り）
※開放時間等の詳細は町田市ホーム
ページをご覧下さい。
場東京家政学院大学（相原町）
申団体登録後、往復ハガキに必要事
項を明記し、毎月１０日まで（消印有
効）にスポーツ振興課（〒１９４－
８５２０、森野２－２－２２）へ。

【利用には団体登録が必要です】
対成人を代表とした、相原町・小山町
・小山ケ丘に在住の方を半数以上含
む、５人以上でスポーツ保険に加入
できる団体
申登録申請書（スポーツ振興課〔市庁
舎１０階〕で配布、町田市ホームペー
ジでダウンロードも可）に記入し、郵
送（返信用８２円切手を同封）でスポ
ーツ振興課へ。
※後日登録証を送付します。
問スポーツ振興課☎７２４・４０３６
大地沢青少年センター～７月分の

利 用 受 付 開 始
対市内在住、在勤、在学の方が過半数
のグループまたは個人
申１月６日午前８時３０分から電話で
同センター（☎７８２・３８００）へ。
※初日の午前８時３０分～午後１時の
受付分は抽選、午後１時以降は申し
込み順に受け付けます。
※７月３日、１０日、１７日、１８日は利用
できません。
町田市自然休暇村　せせらぎの里～
７月分の

利 用 受 付 開 始
対市内在住、在勤、在学の方とその同
行者
場町田市自然休暇村（長野県南佐久
郡川上村）
申１月１日午前８時３０分から電話で
自然休暇村（錆０１２０・５５・２８３８）へ
（自然休暇村ホームページで申し込
みも可）。
※７月２８日～８月１９日の夏期期間は
抽選です。詳細は、今後の本紙等でお
知らせします。

「 朝 湯 」で 気 持 ち よ く 
新 年 を 迎 え ま せ ん か
　当日ご来場いただいた方には、先
着順でタオル（数量限定）をプレゼン
トします。詳細は、各浴場にお問い合
わせ下さい。
日１月２日㈫午前８時～午後２時
場大蔵湯（木曽町５２２、☎７２３・
５６６４）、金森湯（金森３－２２－２１、☎
７９６・５９２６）
入浴料大人４６０円、小学生１８０円、未
就学児８０円
問産業観光課☎７２４・３２９６

公共施設を維持するには多額のコストがかかります
　試算（※）では、今、町田市にあるすべての公共施設を改修または建て
替えた場合、年間平均約１０４億円が必要となります。これは、現在かか
っている約６８億円と比べると、１．５倍にもなります。
　今後ますます厳しくなる財政状況の中では、今ある公共施設をすべ
て残していくことは困難であることを想定し、施設の再編を進めてい
かなければなりません。�※出典「町田市公共施設等総合管理計画（基本計画）」

公共施設の未来を一緒に考えていきましょう。

問企画政策課☎７２４・２１０３未来の場
かたち

③みんなでつくる

町田市民病院職員募集

職　種 募集人員 受験資格 日程等 採用日
病院事務A

（任期付き主事職）
※任期は3年。

若干名

1972（昭和47）年4月2日以降に
生まれた、民間企業等において病
院医事業務に関する職務経験を3
年以上有する方

○郵送受付=1
月16日㈫まで
（必着）
○持込受付=1
月15日㈪、16日
㈫、午後5時まで
○試験日=1月
27日㈯

4月1日
病院事務B
（係長職）

1972（昭和47）年4月2日以降に
生まれた、民間企業等において病
院医事業務に関する職務経験を
12年以上有し、かつ管理職とし
て3年以上の職務経験を有する方

※試験実施要項と受験申込書は町田市民病院ホームページでダウンロードできます。町田
市民病院、各市民センターでも配布しています／郵送・持ち込みは町田市民病院総務課へ
／各職種の受験資格、採用条件等は募集要項を十分に確認して下さい。

町田市民病院　採用 検索

問町田市民病院総務課☎722・2230（内線7415）

公共施設を安全で快適な状態に保
つためには、定期的な建物の改修
や設備の交換、管理費等、建てた後
も多額のコストがかかります。

初期建設費

保全・管理費等

公共施設にかかる
コストのイメージ

ここがポイント！


